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心を込めて
お孫さんからの手作り
マスクのプレゼント。
いつも想ってくれる
家族に伝えたい
気持ちがある。

・特別養護老人ホーム
・第二鹿寿苑
・グループホーム
・デイサービスセンター
・訪問入浴ステーション
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・配食サービスセンター

スマートフォンのＱＲコード
リーダーアプリで読み込む
と鹿寿苑のホームページに
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鹿寿苑の新型コロナウイルス対策
　～新型コロナウイルスを持ち込まないために～

　２月下旬より「新型コロナウイルス」という言葉を聞かない日はありません。

　緊急事態宣言は解除されたものの、再度流行する可能性は大いにあります。そのため、新型

コロナウイルスの特性を理解しながら生活する「新しい生活様式」を確立していく事が大切で

す。これまでと違う方法にも慣れていかなければなりません。

①持ち込まない
〇鹿寿苑のスタッフであることを自覚し行動する。

　不要不急の外出や、人が多く集まる場所への出入りを控えています。

〇体調管理を徹底する。出勤前には必ず検温し、風邪のような症状がないか等をチェッ

クしています。出勤時には、必ず手洗いと手指消毒を実施しています。また、体調

不良の場合、個人の判断で対応しないよう上司と相談できる体制をとっています。

〇出入りの業者さんには、施設に入る前に検温と体調チェックを実施しています。

②人や物を介して広げない
〇こまめな手洗いや人と接するときはマスクを着用します。

〇手すりやドアノブ、スイッチなど、不特定多数の方が

　触れる場所は、毎日アルコールで消毒しています。

〇業務用除菌空気清浄機による空気清浄や定期的な換気を実施しています。

感染防止の 3 つの基本は ①身体的距離の確保 ②マスクの着用 ③手洗い

スタッフの取り組み～スタッフが感染源とならないために～
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３密（密集・密接・密閉）を避ける工夫
〇デイサービスでは、入浴を午前と午後に分けたり、テーブルやいすの配置を変更し、対面や

　３密にならないようにしています。

〇特にこれまで３密になりがちだった「スタッフの休憩時間」「会議」で

　は、極力対面を避けたり、１～２ｍ程度の間隔を開け、換気の良い場

　所で実施しています。

〇夏祭りのような３密となるイベントは、地域の感染リスクを考慮し自

　粛します。

   これまでの対応
　鹿寿苑では、新型コロナウイルスの感染状況等をもとに下記の対応を実施しました。

〇令和 2年 2月28日　　ボランティアの受け入れを中止

〇令和 2年 3月10日　　クラブ・整髪サービスの受け入れを中止

〇令和 2年 4月　　　　面会を完全中止

〇令和 2年 6月 1日　　面会制限の緩和・整髪サービス再開

〇令和 2年 6月末まで　ボランティアの受け入れ制限予定

6 月から面会制限を徐々に緩和しています。
　面会は曜日・時間・場所を限定し可能となっております。

　面会される方は、必ず健康チェックを行い発熱やだるさ、味覚・嗅覚障害の症状がない体調

の良い時にお越しください。また当面の間は、ガラス越し・短時間での面会とさせていただい

ております。新型コロナウイルスの感染状況等を踏まえ、対応を継続・変更します。直近の面

会方法を確認したい方は、鹿寿苑までお問い合わせください。

 マスク着用による　　　　　　　　　にご用心！
　

　感染防止のため「マスク着用」は重要ですが、気温や湿度が高い時に

は熱中症のリスクも高まります。時にはマスクを外し、リフレッシュ！

新型コロナウイルスも熱中症も命に係わる恐ろしい病気です。

〇適宜マスクを外しましょう。
　屋外で人と十分な距離（最低 2ｍ）を確保できる場合には、マスク

を外す。マスク着用での負荷のかかる作業や運動は避けましょう。

〇通常の熱中症対策も継続しましょう
　喉が渇いていなくても、こまめに水分補給をする。エアコンを使い、	

適度な温度調整をしたり、涼しい服装にし、なるべく快適に過ごしましょ

う。無理せず、休養も大切です。

この時期の
マスクって、
正直暑い…。
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暖かい日も増え、窓際で日向ぼっこしながらお茶を飲んだり、
ウッドデッキで園芸を楽しんでいます。また花をいただく機
会も多く、みんなで眺めて季節を感じています。

体操やゲーム、洗濯たたみなどの家事をしな
がら、皆さん元気に暮らしています。職員も、
皆さんに負けないくらいに元気を出して働い
ています。

第 二 鹿 寿 苑第 二 鹿 寿 苑

グループホームグループホーム

新型コロナウイルス対策の一

環として、ボランティアの方

や面会など、鹿寿苑への出入

りを制限しました。

長期の制限のため、不安に感

じる方もおられたと思いま

す。そんな自粛生活の中でも、

元気に暮らす様子をお伝えし

ます。
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一日の始まり「朝の会」では、体操のほか、職員が季節のお話
をすることもあります。また野菜を植えたり、外出自粛の生活
でも、これまでと変わらない生活の工夫をしています。

「外出自粛」という中、「歩いて行ける向かいの公園なら、密
を少しでも避けられるのでは？」と公園まで散歩しました。
満開の桜に手を伸ばし、春の訪れを実感したひとときでした。

特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム

デイサービスデイサービス

おめでとうございますおめでとうございます

小林房子様小林房子様
5月1日に5月1日に

百歳になりました百歳になりました

くらしいきいき！

  元気におるよ～
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　　施設長　堀内　浩一
　この度、前任の永源施設長の後を引き継ぎ、４月１日付で
施設長に就任いたしました堀内浩一と申します。どうかよろ
しくお願いいたします。
　当施設の入居者ご利用者の方々は、大正、昭和、平成の時
代を生き、そして今は令和の時代を生きておられる方々で
す。皆さんは戦後の日本の発展を支えてこられた人生の大先輩であり、高齢者の方々
ばかりです。大切な命をお預かりしているという事を肝に銘じながら、快適な日々を
過ごしていただけるよう、職員一丸となって施設運営に取り組んでいるところです。
　現在新型コロナウイルス感染対策のため、ご家族等の面会やボランティアの方々の
活動をやむなく制限させていただいております。今後は感染状況を見極めながら徐々
に解除していく予定です。大変ご心配やご不便ご迷惑をおかけしておりますが、高齢
の入居者様の命を守るため何卒ご理解ご協力をお願い申し上げます。
　さて鹿寿苑は今年、平成3年8月の開設以来30年目を迎えます。これまでの長きにわ
たるご支援に感謝申し上げますとともに、今後とも地域における高齢者介護の拠点施
設として、職員一同日々の業務に当たっていきますので、変わらぬご支援ご協力をお
願い申し上げます。

新任のご挨拶

新人職員紹介
　前濱　きらら
配属	 特養　介護職員
趣味・特技	 体を動かすこと
モットー	 笑顔
メッセージ	 一生懸命頑張りたいと思います。
	 みなさんよろしくお願いします。

あなたも鹿寿苑で一緒に働きませんか
急募!!急募!!

介護職員
　調理員
　募集中

※詳細については、ホームページ
　または管理課まで
　お問い合わせ下さい。
　
　鹿寿苑（代表）　
　℡７２―２６００
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　information  鹿寿苑に関する、いろんな情報をお届けします♪
私が題字を書きました 特別養護老人ホーム鹿寿苑　入居者

　　　　 杉本 照子　様

次回の鹿寿苑だよりは、令和２年12月24日㈭発行予定です。

ボランティアさん　ありがとう
　新型コロナウイルスによる緊急事態宣言を受け、鹿

寿苑ではボランティアの受け入れを中止しています。

　シーツ交換、喫茶等多くのボランティアさんの行き

来が無くなり、改めてボランティアさんへの感謝の気

持ちが感じられます。

　職員は勿論、利用者の皆さんも顔なじみのボランティ

アさんがいらっしゃらないことを寂しく感じています。

　一日も早く新型コロナウイルスが終息し、以前のよ

うに沢山のボランティアさんが行き来し、笑顔であい

さつを交わせる日が待ち遠しいです。

 【編集後記】
　長い自粛生活でしたが、ようやく段階的ではありま

すが、面会も制限を緩和できるようになりました。一

安心とまではいきませんが、前向きにとらえたいもの

です。

　先日、とあるボランティアさんからの電話。「元気に

しとる？大変やね。」と私たちの様子を真っ先に気にか

けてくださいました。

　こんな時だからこそ、相手を思いやる気持ちがあり

がたく、自らも大切にしたいと感じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員長

ご寄付に感謝します
　・谷内	まさ江　様

　・久保	史郎　　様

　・岩田	外枝　　様

　・武田	あけみ　様

　・法橋	　進　　様

　・岡峰	千賀子　様

　・定島	秀夫　　様

　・田中	勇治　　様

　・村田	真知子　様

　・七尾鹿島地域ライフサポートセンター様

　・ビハーラかしま　様

　・アルプラザ鹿島　様

　・北國新聞能登部販売所　様

	　　(令和元年10月～令和2年5月)

ありがとうございます
　新型コロナウイルスの流行によりマスク不足と

なった時に、手作りマスクをいただきました。

　手にすると思わず笑顔になるような素敵な贈り物

でした。

　その他、使い捨て

マスクやフェイスシー

ルド、ティッシュペー

パー、食器用洗剤など

をいただきました。

　　お知らせ
　新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、令和

2年度鹿寿苑夏祭りは中止とさせていただくことと

なりました。

　題字をお願いした時は、恥ずかしさ

や心配があり「できるかなぁ～」と言

われていましたが、書かれた後は嬉し

そうに写真を撮らせて下さいました！

　鹿寿苑だより第 51号に続き、2回目

の登場です。

　ありがとうございます (^^ ♪


